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本書は、「データ集約システム」（Excel Marge sisyem 0：イー・エム・ゼロ）の利用方法について

説明します｡

０． はじめに

ＥＭ０システムは、集約 EXCEL フォーマット（｢.xlsm｣または｢.xlsx｣）を「2 集約フォーマット」

に登録しておく必要があります。集約結果は、「9集約結果」，集約定義は「1集約定義」に作成

されます。

    なお、システムを利用するには「データ集約システム.xlsm」をダブルクリックしてください。

また、本システムを利用する管理者には EXCEL 証明書の設定が必要です。 (最初の一回だけ）

  ｢00 利用方法｣－｢1 証明書｣のフォルダを開き、RD1SETUP.exe を管理者権限(マウスで右クリック）

で実行すると「EXCEL 証明書」が Windows に設定されます。

＝＝注意事項＝＝

（重要）提供された最上位のフォルダ名称は自由に変更できますが、内部のフォルダ名称は

変更しないでください。

右クリック
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１． データ集約システム概要

データ集約システムは、集約定義に従い集約元ＥＸＣＥＬシートのデータを集約先ＥＸＣＥＬシ

ートに集約します。本システムの実行には集約定義を事前に準備しておく必要があります。

この集約定義のパターンを管理することにより、多種多様なＥＸＣＥＬシートのデータ集約を繰

り返し実行することができます。

例えば、毎月の「各人の勤務票」を「勤務表一覧」に集約することができます。

   データ集約システムの概要を図１－１に示します。

図１－１ データ集約システムの概要
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２． システムの利用開始
データ集約システムの「ライセンス情報」より利用開始します。

２－１．ライセンス情報
データ集約システムのライセンス情報ボタンを押下すると、「ライセンス情報」画面が表示

され、ライセンス状況が表示されます。

（１） ライセンス情報の「利用登録・確認」ボタンを押下すると、「利用申し込み・確認」画面が

表示されます。事業者情報を入力し、各ボタンを押下します。

｢試使用開始｣ボタン ：3 か月間の試使用ができます。

｢利用申し込み｣ボタン：押下で利用申し込みメールが起動されますので、送信してください。

なお、利用申し込みすると状態が｢利用申し込み中｣になり事業者名

は変更できません。

｢更新｣ボタン    ：事業者情報が更新されます。

（２） ライセンス情報の「ライセンス証登録」ボタンを押下すると、ファイルを開く画面が表示さ

れます。送付されたライセンス証を選択し、登録します。
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３． 集約定義の作成

３－１．集約定義作成
データ集約システムの「集約定義作成」ボタンを押下すると、「集約定義作成」画面が表示

されます。作成定義名を入力し、ＯＫボタンを押下すると「1 集約定義」フォルダに「NNNN.xlsm」

（NNNN：入力した作成定義名。なお、NNNN には空白を含まないでください。）の集約定義が作成

されます。なお、「作成した定義を開く」をチェックすると作成した集約定義を開きます。

３－２．集約定義ＥＸＣＥＬ
集約定義ＥＸＣＥＬには「シート定義」と「マッピング」シートがあります。終了する場合は

必ず「×」を押下（チェックされます）して格納してください。

（１）シート定義

    集約元ＥＸＣＥＬおよび集約先ＥＸＣＥＬは最大９９シートまでです。

    シート定義のフォーマットを図３－１に示します。

（ａ）集約先ＥＸＣＥＬ(To)の指定 ・・・ １ブックが対象

（ⅰ）ＢＯＯＫ名 ： 集約先元ＥＸＣＥＬのＢＯＯＫ名を指定します。

（ｂ）集約元ＥＸＣＥＬ(From)の指定 ・・・ 複数ブックが対象

（ⅰ）ＢＯＯＫ名 ： 集約先ＥＸＣＥＬのＢＯＯＫ名を指定します。

（ⅱ）取得条件（以下）

完全一致   ： 拡張子を除きＥＸＣＥＬ名が一致したＥＸＣＥＬが対象

先頭から一致 ： 指定のＥＸＣＥＬ名が先頭から一致したＥＸＣＥＬが対象

最終から一致 ： 指定のＥＸＣＥＬ名が最終から一致したＥＸＣＥＬが対象

部分一致   ： 指定のＥＸＣＥＬ名が含まれるＥＸＣＥＬが対象

（ｃ）集約先ＥＸＣＥＬ(To)のシート情報の指定

（ⅰ）集約方向 ： 複数の集約元ＥＸＣＥＬを集約する方向(「縦」／「横」)を指定します。

（ⅱ）保護パスワード： 集約結果を格納するシートに保護パスワードを設定している場合

は、保護解除のためのパスワードを指定してください。なお、シート

が存在しない，あるいは保護をしていない場合は指定しない(null)で

ください。

図３－１ シート定義のフォーマット
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（２）マッピング

     マッピングは、集約元ＥＸＣＥＬの集約データと集約先ＥＸＣＥＬのデータの位置,および

集計の合計位置を指定します。図３－２にマッピングのフォーマットを示します。

（ａ）集約元シート(From)の位置指定

（ⅰ）開始位置 ： データの取得セルを指定します。繰り返しデータの場合はその開始位置

          を指定します。シート番号，セル位置（列・行はＡ１形式）を指定します。

（ⅱ）繰り返し ： 単一項目の場合は指定しません。繰り返しデータの場合は、繰り返しの

         方向（縦／横），最大件数（998 件以内，null の場合はセルデータが null

でないデータまでの最大位置），飛び越し数（2～999，null の場合は隣）

を指定します。

（ｂ）集約先シート(To)の位置指定

（ⅰ）開始位置 ： データの書込セルを指定します。繰り返しデータの場合はその開始位置

           を指定します。シート番号，セル位置（列・行はＡ１形式）を指定します。

（ⅱ）繰り返し ： 単一項目の場合は指定しません。繰り返しデータの場合は、繰り返しの

          方向（縦／横），飛び越し数（2～999，null の場合は隣）を指定します。

なお、最大件数は集約元シートのデータ件数です。

（ｃ）複数ブック集約時の集約先シート(To)の合計位置指定

（ⅰ）開始位置 ： 合計のセルを指定します。繰り返しデータの場合はその開始位置を

指定します。シート番号，セル位置（列・行はＡ１形式）を指定します。

（ⅱ）繰り返し ： 単一項目の場合は指定しません。繰り返しデータの場合は、繰り返しの

          方向（縦／横）を指定します。

なお、数字でない場合あるいは合計を集計しない場合は指定しません。

図３－２ マッピングのフォーマット

    なお、指定行数が少ない場合は「行追加」ボタンを押下して行を追加してください。
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４． 集約実行
データ集約を実施する前に、集約結果のＥＸＣＥＬフォーマットを「1集約定義」フォルダに

登録する必要があります。なお、登録する EXCEL ファイル名は空白を含まないでください。ま

た、登録できる EXCEL の拡張子は「.xlsm」「.xlsx」です。

４．１ データ集約の実行

  データ集約システムの「データ集約」ボタンを押下すると、「データ集約」画面が表示されます。

利用する集約定義と集約元の EXCEL のフォルダを指定します。「参照」ボタンを押下すると

Windows のファイルを開く画面が表示されますので、選択してＯＫボタンを押下します。

集約結果は、「9 集約結果」フォルダに格納されます。

なお、集約元の EXCEL のファイル名は空白を含まないでください。また、登録できる EXCEL

   の拡張子は「.xls」「.xlsm」「.xlsx」です。


